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本を作る前に～ＷＯＲＤの基本操作
このダミーテキストは自由にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かいへん),改変)することが出来ます。なお、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くみ),組)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みほん),見本)の「組」とは文字組のことです。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かつじ),活字)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いんさつ),印刷)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じだい),時代)の用語だったと思います。このＤｕｍｍｙ Ｔｅｘｔは自由に改変することが出来ます。なお、組見本の「組」とは文字組のことです。活字印刷時代の用語だったと思います。このダミーテキストは自由に改変することが出来ます。本文用なので使い方を間違えると不自然に見えることもありますので要注意。このダミーテキストは自由に改変することが出来ます。本文用なので使い方を間違えると不自然に見えることもありますので要注意。文章に特に深い意味はありません。この組見本は自由に複製したり頒布することができます。書体やＬａｙｏｕｔなどを確認するために用います。ダミーテキストはダミー文書やダミー文章とも呼ばれることがあります。

これは正式な文章の代わりに入れて使うダミーテキストです。この組見本は自由に複製したりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はんぷ),頒布)することができます。これは正式な文章の代わりに入れて使うダミーテキストです。ダミーテキストはダミー文書やダミー文章とも呼ばれることがあります。このダミーテキストは自由に改変することが出来ます。ダミーテキストはダミー文書やダミー文章とも呼ばれることがあります。文章に特に深い意味はありません。本文用なので使い方を間違えると不自然に見えることもありますので要注意。このダミーテキストは自由に改変することが出来ます。なお、組見本の「組」とは文字組のことです。活字印刷時代の用語だったと思います。このダミーテキストは自由に改変することが出来ます。主に書籍やウェブページなどのデザインを作成する時によく使われます。書体やレイアウトなどを確認するために用います。ダミーテキストはダミー文書やダミー文章とも呼ばれることがあります。書体やレイアウトなどを確認するために用います。本文用なので使い方を間違えると不自然に見えることもありますので要注意。カタカナ語が苦手な方は「組見本」と呼ぶとよいでしょう。１２３４５６この組見本は自由に複製したり頒布することができます。カタカナ語が苦手な方は「組見本」と呼ぶとよいでしょう。

基本構成のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(せっけい),設計)
ダミーテキストはダミー文書やダミー文章とも呼ばれることがあります。これは正式な文章の代わりに入れて使うダミーテキストです。本文用なので使い方を間違えると不自然に見えることもありますので要注意。このダミーテキストは自由に改変することが出来ます。本文用なので使い方を間違えると不自然に見えることもありますので要注意。書体やＬａｙｏｕｔなどを確認するために用います。なお、組見本の「組」とは文字組のことです。活字印刷時代の用語だったと思います。カタカナ語が苦手な方は「組見本」と呼ぶとよいでしょう。主にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょせき),書籍)やウェブページなどのデザインを作成する時によく使われます。

なお、組見本の「組」とは文字組のことです。活字印刷時代の用語だったと思います。書体やレイアウトなどを確認するために用います。主に書籍やウェブページなどのデザイン９３９３９３を作成する時によく使われます。カタカナ語が苦手な方は「組見本」と呼ぶとよいでしょう。本文用なので使い方を間違えると不自然に見えることもありますので要注意。

書体やレイアウトなどを確認するために用います。この組見本は自由に複製したり頒布することができます。このＤｕｍｍｙ Ｔｅｘｔは自由に改変することが出来ます。なお、組見本の「組」とは文字組のことです。活字印刷時代の用語だったと思います。書体やＬａｙｏｕｔなどを確認するために用います。なお、組見本の「組」とは文字組のことです。活字印刷時代の用語だったと思います。

このＤｕｍｍｙ Ｔｅｘｔは自由に改変することが出来ます。なお、組見本の「組」とは文字組のことです。活字印刷時代の用語だったと思います。これは正式な文章の代わりに入れて使うダミーテキストです。

この組見本は自由にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふくせい),複製)したり頒布することができます。このダミーテキストは自由に改変することが出来ます。

なお、組見本の「組」とは文字組のことです。活字印刷時代の用語だったと思います。書体やＬａｙｏｕｔなどを確認するために用います。この組見本は自由に複製したり頒布することができます。文章に特に深い意味はありません。Ｄｕｍｍｙ Ｔｅｘｔはダミー文書やダミー文章とも呼ばれることがあります。

この組見本は自由に複製したり頒布することができます。書体やレイアウトなどを確認するために用います。主に書籍やウェブページなどのデザインを作成する時によく使われます。

カタカナ語が苦手な方は「組見本」と呼ぶとよいでしょう。なお、組見本の「組」とは文字組のことです。活字印刷時代の用語だったと思います。これは正式な文章の代わりに入れて使うダミーテキストです。主に書籍やウェブページなどのデザインを作成する時によく使われます。カタカナ語が苦手な方は「組見本」と呼ぶとよいでしょう。本文用なので使い方を間違えると不自然に見えることもありますので要注意。これは正式な文章の代わりに入れて使うダミーテキストです。本文用なので使い方を間違えると不自然に見えることもありますので要注意。本文用なので使い方を間違えると不自然に見えることもありますので要注意。このＤｕｍｍｙ Ｔｅｘｔは自由に改変することが出来ます。本文用なので使い方を間違えると不自然に見えることもありますので要注意。書体やＬａｙｏｕｔなどを確認するために用います。主に書籍やウェブページなどのデザインを作成する時によく使われます。カタカナ語が苦手な方は「組見本」と呼ぶとよいでしょう。

内容をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(すいこう),推敲)する
なお、組見本の「組」とは文字組のことです。活字印刷時代の用語だったと思います。書体やＬａｙｏｕｔなどを確認するために用います。なお、組見本の「組」とは文字組のことです。活字印刷時代の用語だったと思います。

このＤｕｍｍｙ Ｔｅｘｔは自由に改変することが出来ます。なお、組見本の「組」とは文字組のことです。活字印刷時代の用語だったと思います。これは正式な文章の代わりに入れて使うダミーテキストです。


～A5判/縦書き（ルビあり）テンプレート 12pt ～


このテンプレートは、入稿用データー作成のためのテンプレートです。


ご使用に際して下記の点にご留意ください。


・	サポートは行いませんが、当社への印刷物をご依頼頂いた方のお問い合せにつきましてはお受け致します。





●ご使用方法


ダミーテキストでサンプルを作成しておりますので、書き換えてご使用ください。


テキストをコピーペーストした場合は、スタイルを適用してください。


・	本文：「標準,【株式会社イシダ印刷】本文」


・	章題：「見出し 1,【株式会社イシダ印刷】章題」


・	章ごとに改ページする場合の章題：�「章題/改ページ【株式会社イシダ印刷】」
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